
1999年出上の木簡

丘虚
。梶
原
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
朝
来
郡
山
東
町
楽
音
寺

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
八
年

（平
１０
）
九
月
１

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
兵
庫
県
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

４
　
調
査
担
当
者
　
吉
識
雅
仁

・
佐
々
木
俊
彦

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

・
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
、
山
東
盆
地
西
端
の
丘
陵
地
帯
に
入
り
込
ん
だ
東
西
方
向
の
谷
部
に

面
し
た
、
小
さ
な
枝
谷
に
位
置
す
る
。
こ
の
枝
谷
は
南
に
開
口
し
、
北

・
西

。

東
の
三
方
を
丘
陵
に
四
ま
れ
た

袋
状
を
呈
し
、
北

・
東
の
傾
斜

は
急
で
、
西
斜
面
の
み
が
緩
や

か
な
傾
斜
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
は
、
北
近
畿
豊
岡
自
動

車
道
建
設
に
伴
う
確
認
調
査
で

あ
る
。
調
査
の
結
果
、
西
側
斜

面
で
、
整
地
跡
と
そ
の
上
部
か

ら
掘
り
込
ま
れ
た
柱
穴
な
ど
を

検
出
し
た
。
確
認
調
査
の
た
め
、
遺
構
の
性
格
な
ど
は
不
明
だ
が
、
整
地
層
の

上
面
か
ら
奈
良
時
代
の
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
出
土
し
た
遺
物
は
奈
良
時
代

の
須
恵
器

・
土
師
器
が
中
心
だ
が
、　
一
部
中
世
の
土
師
器

・
小
札
が
あ
る
。

木
簡
は
、
袋
状
谷
部
の
中
央
に
設
定
し
た
ト
レ
ン
チ
の
黒
色
シ
ル
ト
か
ら
土

師
器
の
鍋
な
ど
と
と
も
に
、　
一
点
出
土
し
た
。
た
だ
、
谷
部
の
中
央
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
湧
水
が
激
し
く
、
完
全
な
調
査
は
行
な
い
得
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

こ
の
層
の
性
格
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
包
含
層
と
考
え
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

⑪

　

「
口
候

て
納
了

（花
押
）

永
仁
五
日
日
―十
日
回

　

　

」
　

　

　

　

　

μ∞睫

Ｓ
Ｉ
卜
霞

上
端

・
下
端
と
も
平
ら
に
切
断
さ
れ
、
右
辺
は
面
調
整
さ
れ
て
い
る
。
左
辺

は
欠
け
て
い
る
。
永
仁
五
年
は

一
二
九
七
年
に
あ
た
る
。

な
お
、
本
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
の
熱
田
公

氏

・
小
林
基
伸
氏
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（吉
識
雅
仁
）

(但馬竹田)




